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執筆者紹介（五十音順）
安蔵 裕子（あんぞう ゆうこ）教授 「二つの朱印船貿易絵図にみる服飾描写について」菊池誠一編『朱印船貿易絵図
の研究』思文閣出版，2014年／「昭和初期の新聞雑誌記事にみる『銘仙』について」学苑 863，2012年／「笹岡家
が語る衣文化回顧録笹岡洋一氏照子氏聞き書き」学苑827，2009年／「唐招提寺所蔵 国宝「方円彩糸花網」
の実態解明編成組織と技法的特質」（共著），国際服飾学会学会誌 No.17，2000年／「神戸市立博物館所蔵 泰
西王侯騎馬図の系譜について服飾描写の視点から」，国際服飾学会学会誌 No.16，1999年
礒野さとみ（いその さとみ）准教授博士（学術）「昭和初期の台所改善に関する研究福岡県学務部社会課が出版
した『農村台所改善の現状（第三輯）』の掲載内容について」学苑875，2013年／『ブックレット 近代文化研究
叢書6 理想と現実の間に 生活改善同盟会の活動』昭和女子大学近代文化研究所，2010年／「福島県が昭和6年に
刊行した『生活改善指針』について」学苑815，2008年／「昭和初期の台所改善と生活改善同盟会」学苑778，2005
年／「昭和3年に開催された福岡県主催の生活改善展覧会について住宅関係の展示を中心に」学苑755，2003年
齋藤 彰（さいとう あきら）教授博士（文学）『日本古典への誘い 100選Ⅱ』（共著）東京書籍，2007年／『草庵
集兼好法師集浄弁集慶運集』（和歌文学大系65 共著）明治書院，2004年／『徒然草の研究』風間書房，1998
年／『大歳時記第二巻』（共著）集英社，1989年／『諷増抄』（加藤磐齋古注釈集成7 解説）新典社，1985年
西脇 和彦（にしわき かずひこ）教授 『ブックレット 近代文化研究叢書9 高度成長期の生活文化新聞記事にみ
る郊外の団地ニュータウンの視点から』昭和女子大学近代文化研究所，2013年／『ブックレット 近代文化研究
叢書4 昭和30年代の生活世界生活マンガの視点から』昭和女子大学近代文化研究所，2005年／「マスサバー
ビア考 Ⅰ～Ⅴ」学苑704，715，726，748，853，19982011年／「1970年代以降の日本社会（1）～（3）」学苑829，
865，881，20092014年
堀内 正昭（ほりうち まさあき）教授博士（工学）『ブックレット 近代文化研究叢書10 初代国会仮議事堂を復
元する』昭和女子大学近代文化研究所，2014年／『カラー版西洋建築様式史』（共著）美術出版社，1995年／『18世
紀の建築バロックと新古典主義』（翻訳）鹿島出版会，1993年／『人工楽園19世紀の温室とウィンターガーデン』
（翻訳）鹿島出版会，1991年／『明治のお雇い建築家エンデ＆ベックマン』井上書院，1989年
巻 頭 言
昭和学報第193号（昭和55年（1980）4月1日）に載る「・新入生歓迎・学園案内東明学林」に学林
の道の名を紹介している。学林食堂内に人見楠郎第2代理事長第5代学長の「さつきの学林漫歩
59，5，20 光葉同窓会」と題する短歌八首連作を載せる額がある。学林内の散策に便利な道の名や碑
名，教室，林や畠などを詠み込んでいる。以下，歌番号を付し道の名等を太字にして，右に注記する。
さつきの学林漫歩
1黎明にきらめく明星仰ぎつゝ富士見坂越え学林めぐりぬ 明星の道，富士見坂
2ふるさとのみかえりの池彩りし富士と並びしつつじ美はし ふるさとの道
3若草の萌ゆる山なみそぞろゆきあすなろの唄友と歌へり 若草の道，山なみの道，あすなろの道
4相模 大島 利島 天城山 箱根を抱く杉の子教室 竹取りの道
5竹取りに奥の細道萬葉と行けば水車のつれづれの音 奥の細道，萬葉の道，つれづれの道
6常盤木の緑したたる明日香路にあふるる昭和の熱き友情 常盤木の道，明日香の道，友情の道
7有明にあららぎ白樺にいはりと廻れば梅栗みかんさはなり 有明の道，あららぎの道，白樺の道
8栗の実もみかんも芋も味よしと楽しく告ぐる学林のお茶 にいはりの道
くすを（落款）
黎明の碑は，正門に続く道路の角にある。創立者人見東明の詩「森はふかし いばらの道また遠く
入りがたけれど かなたには 不思議な光 小暗き谷の底を 青白く なべては 影のごとく消ゆ
べきに 不思議なる光のみ 移りゆく とこしえにかがやきて」を刻む。ふるさとの碑は富士山に臨
む広場の角にある。そこにも東明の詩「野に出でよ あかときの光 草の葉 露にぬれ 地を踏め
やはらかにまた 冷ややかな 地をふめよ足うらで 風さわやかに 木の葉を揺り 鳥の胸毛をふく
空を見よ うつくしき空に 雲はただよふ 野に出でよ愛の野へ 野は自然の胸 つねに静かにし
て 安らかなり」を刻む。ふるさとの碑から振りかえって見て，池は元来「みかえりの池」と称され
たかとも思われる。現在瀧があり，鯉が群れ泳ぐ。水車池池もある。躑躅の近くには富士山に臨
む杉の子教室，栗の実教室があり，さらにみかん教室がある。梅林，栗林，竹林，みかん園，茶畑，
芋畑などを維持している。道の名には，『萬葉集』，『竹取物語』，『徒然草』，『奥の細道』などの日本
古典文学作品や「明星」，「白樺」，「あららぎ」，「常磐木」などの日本近代文芸雑誌のほか，創立者の
詩題「若草」などが使われている。殊に「常磐木」には注意される。散策しつつ互いに語り合って友
情を深める道として，日本古典文学と日本近代文芸雑誌を重視した東明学林の道の名は，興味深い。
今回も各専門の多彩な論考を寄稿くださった近代文化研究所員の方々に感謝申し上げる。
（近代文化研究所長 齋藤 彰）
